　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

水戸市営駐車場
管理業務仕様書
令和７年７月

水戸市　都市計画部　都市計画課　

１　趣旨
本仕様書は，市営駐車場（水戸市駐車場条例（平成17年水戸市条例第55号）に規定する水戸市が設置する市営駐車場（「２　市営駐車場の概要」に掲げる駐車場をいう。以下同じ。））において指定管理者が行う業務の内容及び履行方法について，必要な事項を定めることを目的とする。ただし，条例の改正等により変更する場合がある。

２　市営駐車場の概要
(1) 市営駐車場（令和７年４月１日現在）
７施設（駐車可能台数：589台）

	駐車場名
	所在地
	施設概要

	水戸市本町駐車場
	水戸市本町２丁目５番17号
	ア　構　　造　　　　平面自走ゲート式

イ　敷地面積　　　　1,027.99㎡

ウ　付帯建築物　　　木造平屋管理棟

エ　駐車可能台数　　32台（身障者用１台含）

オ　定期駐車台数　　全日：20台　平日：２台

	水戸市水戸駅南口広場駐車場
	水戸市宮町１丁目６番140
	ア　構    造　　　　平面自走ゲート式

イ　敷地面積　　　　857 ㎡

ウ　駐車可能台数　　27台（身障者用２台含）

	水戸市五軒町地下駐車場
	水戸市五軒町１丁目６番８号
	ア　構　　造　　　　地下自走ゲート式

イ　建物構造　　　　鉄筋コンクリート

ウ　延床面積　　　　6,274.20㎡

エ　駐車可能台数　　217台（身障者用１台含）

オ　定期駐車台数　　全日：20台　平日：50台

	水戸市五軒町立体駐車場
	水戸市五軒町１丁目６番46号
	ア　構　　造　　　　地上自走ゲート式

イ　建物構造　　　　鉄筋コンクリート

ウ　延床面積　　　　6,982.76㎡

エ　駐車可能台数　　283台（身障者用12台含）

	水戸市赤塚駅南口広場駐車場
	水戸市河和田１丁目12番
	ア　構    造　　　　平面自走フラップ式

イ　敷地面積　　　　308 ㎡

ウ　駐車可能台数　　９台（身障者用１台含）

	水戸市赤塚駅北口広場駐車場
	水戸市赤塚１丁目３番
	ア　構    造　　　　平面自走フラップ式

イ　敷地面積　　　　318 ㎡

ウ　駐車可能台数　　10台（身障者用１台含）

	水戸市内原駅北口広場駐車場
	水戸市内原１丁目253番
	ア　構    造　　　　平面自走ゲート式

イ　敷地面積　　　　367 ㎡

ウ　駐車可能台数　　11台（身障者用１台含）


(2) 条例に定める入出場可能時間
24時間供用とする。ただし，五軒町地下駐車場は午前７時から午後11時までとする。

３　条例に定める市営駐車場使用料
	名　　称
	時間駐車
	定期駐車（月額）

	
	区分
	使用料
	普通定期駐車
	平日定期駐車

	水戸市本町駐車場

	30分以内
	無料
	6,000円
	5,000円

	
	30分を超える

１時間以内
	200円
	
	

	
	１時間を超える24時間以内
	200円に１時間を超える30分ごとに100円を加算した額。ただし，500円を上限とする。
	
	

	
	24時間以上
	24時間ごとに500円又は30分ごとに100円を加算した額のいずれか低い額を加算
	
	

	水戸市五軒町地下駐車場

水戸市五軒町立体駐車場


	30分以内
	無料
	15,000円
（五軒町地下駐車場のみ）
	10,000円
（五軒町地下駐車場のみ）

	
	30分を超える

１時間以内
	200円
	
	

	
	１時間を超える24時間以内
	200円に１時間を超える30分ごとに100円を加算した額。ただし，700円を上限とする。
	
	

	
	24時間以上
	24時間ごとに700円又は30分ごとに100円を加算した額のいずれか低い額を加算
	
	

	水戸市水戸駅南口広場駐車場

水戸市赤塚駅南口広場駐車場

水戸市赤塚駅北口広場駐車場

水戸市内原駅北口広場駐車場
	30分以内
	無料
	－
	－

	
	30分を超える

１時間以内
	100円
	
	

	
	１時間を超えるとき
	100円に１時間を超える１時間ごとに300円を加算した額
	
	

	備考１：水戸市駐車場条例の改正により，使用料を変更した場合は，新たな使用料に変更するものとする。
備考２：定期駐車に関しては，許可に係る期間が月の途中から始まる場合における当該月の使用料は，日割計算による。


４　市営駐車場の管理に関する基本的な考え方
指定管理者は，次に掲げる基本的な考え方に従い，市営駐車場の管理業務を行うこと。

(1) 住民の平等利用の確保
指定管理者は，市営駐車場の設置目的及び指定管理業務の趣旨を十分に理解し，利用者等（利用しようとする者を含む。以下同じ。）に対して，サービス（窓口での対応を含む。）の平等な提供に努めること。

(2) 施設の効用を最大限に発揮
指定管理者は，利用者等に対するサービスの向上に努めること。特に，各種照会や苦情等には，迅速，的確に対応するとともに，利用者や地域住民の意見，要望を市営駐車場の管理に反映させるよう努めること。そのほか，次に掲げる事項を満たすこと。

ア　管理運営責任者として，市営駐車場の業務全体を統括する者を１名以上置くこと。

イ　防火管理者の有資格者を１名以上置くこと。なお，管理運営責任者が兼ねることができる。

ウ　有人駐車場である五軒町地下駐車場及び五軒町立体駐車場においては，管理業務に従事する者として，繁忙期や駐車場の混雑する時間帯の適切な管理業務その他円滑な管理業務が行えるように配慮し，適切な人員の配置を行うこと。五軒町地下駐車場には，午前7時から午後11時の間，五軒町立体駐車場には午前８時から午後11時の間，１名以上配置すること。その他の無人駐車場については，駐車場管理を行う上で必要なときに従業員を駐車場へ派遣し，業務を行うこと。なお，現状の従事者数は，それぞれの市営駐車場において以下のとおりである。

参考：令和６年度の各駐車場の人員の配置状況

(ｱ) 五軒町地下駐車場及び五軒町立体駐車場　　　常駐１名（集金:毎日）

(ｲ) 本町駐車場，水戸駅南口広場駐車場，赤塚駅南口広場駐車場，赤塚駅北口広場駐車場及び内原駅北口広場駐車場　　　　　　　　巡回１名（集金：水戸駅南口広場駐　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    場は毎日，その他は月・金のみ）

エ　研修体制など，従業員の能力向上策を確保すること。

オ　従事する者の勤務形態は，労働基準法を遵守し，駐車場の運営に支障がないようにすること。なお，専従の必要はない。

カ　施設を長期間使用できるように，維持管理に努めること。

キ　提案したサービスを確実に履行すること。

ク　従業員に対して必要な健康診断を行い，利用者及び従業員の健康を害さないように努めること。

(3) 管理に係る経費の縮減
　　　管理経費の縮減は，市民サービスの向上が図られる範囲で行うこと。

(4) 管理を安定して行う能力
ア　個人情報の取扱い

指定管理者は，個人情報の保護に関する法律（平成15年法律第57号）に基づき，その
有する個人情報の適正な取扱いを確保するために必要な規程を整備し，これを実施すること。
イ　情報公開の取扱い

指定管理者は，水戸市情報公開条例（平成13年水戸市条例第４号）に準じ，その保有する文書を公開するために必要な規程を整備し，これを実施すること。

ウ　守秘義務の遵守

指定管理者は，市営駐車場の管理を行うに当たり，業務上知り得た内容を第三者に漏らし，また，自己の利益のために使用しないこと。指定期間が終了した後も同様とする。

エ　防犯・防災への対応

防犯・防災の予防対策及び発生時の対応措置を図ること。

オ　文書の管理・保存

指定管理業務に伴い作成し，又は取得した文書については，適正な管理及び保存を行う

こと。また，指定期間終了時には，水戸市の指示に従い引き渡すこと。

(5) 法人等の事務所の所在地
管理事務所は，指定管理業務開始日（令和８年４月１日）までに，水戸市内に設置すること。

(6) 市長が必要と認める事項
従業員については，できる限り水戸市民の雇用を確保すること。従業員の賃金その他の勤務条件の向上に努めること。

(7) その他
全ての業務を一括して第三者へ委託し，又は請け負わせることはできないものとすること。ただし，業務の一部については，水戸市と協議の上委託することができるものとすること。

５　指定管理者が行う業務
指定管理者が行う業務は，次のとおりとする。なお，各市営駐車場において必要な業務の区分は｢キ｣の表のとおりとする。

(1) 市営駐車場の維持管理に関すること

ア　管理業務及び緊急対応業務

　　　施設を安全かつ安心して利用できるよう，施設の保全に努めること。施設の不具合や利

用者にトラブルが発生した場合に，24時間体制で受付，対応できる体制を整備するととも

に，利用者の安全を確保するために必要な措置を取り，速やかに市に報告すること。

イ　定期点検及び保守業務

各設備に対して法定点検及び機能維持のための点検及び保守を行うこと。各設備の種類

は次のとおりとする。なお，消防設備は，消防法の規定に基づく，消防設備の保守点検及

び建築基準法に基づく防火設備の点検を行い，水戸市消防局長へ消防設備等(特殊消防用設

備等)点検結果報告書を提出すること。
(ｱ) 磁気駐車券発行機

(ｲ) 料金精算機（事前精算機を含む。）
(ｳ) 駐車場ゲート

(ｴ) 駐車場フラップ板（車両感知装置を含む。）

(ｵ) 照明設備

(ｶ) エレベーター

(ｷ) 消防設備

(ｸ) 満空表示灯

ウ　清掃業務及び剪定業務

市営駐車場及び敷地内において，良好な環境衛生，美観の維持に努め，安全かつ快適な

空間を保持するため，日常及び定期的な清掃及び剪定等を実施すること。

エ　小規模修繕業務

　　市営駐車場において修繕等の必要が生じた場合は，水戸市に報告するとともに，１か所

30万円（消費税及び地方消費税を含む。）以下の修繕は，指定管理者が実施すること。修繕費は年額2,300,000円（収支予算額）とし，余剰金が生じた場合は，翌年度に精算を行う。管理業務に係る最後の事業年度の精算方法について，水戸市と指定管理者が協議の上精算方法を決定する。指定管理者が，施設修繕を他の事業者に依頼する場合は，市内事業者を優先するよう努めること。

オ　緊急時の報告

指定管理者は，次のいずれかに該当する場合は，適切な処置を講じ，その都度速やかに水戸市に報告するとともに，その指示に従わなければならない。

(ｱ) 施設の管理業務の全部又は一部を中止する必要が生じたとき。

(ｲ) 設備等に異常が発生したとき。

(ｳ) 災害及び火災等が発生したとき。

(ｴ) その他業務上不測の事態が生じたとき。

カ　物品の調達及び各種支払い

駐車場運営に必要な消耗品，印刷物の調達・支払い，光熱水費の支払い，電話料金及び

各種回線使用料の電話会社への支払い，小規模修繕業務の支払いを行うこと。

キ　各市営駐車場において必要な業務の区分

	区　　分
	管
	清
	剪
	磁
	料
	ゲ
	フ
	照
	エ
	消
	灯

	水戸市本町駐車場
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	
	○
	
	
	

	水戸市水戸駅南口広場駐車場
	○
	○
	
	○
	○
	○
	
	○
	
	
	

	水戸市五軒町地下駐車場
	○
	○
	
	○
	○
	○
	
	○
	
	
	

	水戸市五軒町立体駐車場
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	
	○
	○
	○
	○

	水戸市赤塚駅南口広場駐車場
	○
	○
	
	
	○
	
	○
	○
	
	
	

	水戸市赤塚駅北口広場駐車場
	○
	○
	
	
	○
	
	○
	○
	
	
	

	水戸市内原駅北口広場駐車場
	○
	○
	
	○
	○
	○
	
	○
	
	
	


管：管理業務及び緊急対応業務

清：清掃業務

剪：剪定業務

磁：磁気駐車券発行機定期点検及び保守点検

料：料金精算機定期点検及び保守点検

ゲ：駐車場ゲート定期点検及び保守点検

フ：駐車場フラップ板定期点検及び保守点検

照：照明設備定期点検及び保守点検

エ：エレベーター定期点検及び保守点検

消：消防設備定期点検及び保守点検
灯：満空表示灯の定期点検及び保守点検
(2) 市営駐車場の運営に関すること
ア　利用者等の安全確保業務

(ｱ) 施設内の巡回警備

・五軒町地下駐車場及び五軒町立体駐車場においては随時，それ以外の駐車場においては使用料（市営駐車場使用料（以下｢使用料｣という。））等の回収時に，駐車場施設内を巡回警備し，不審者及び不審物等の発見に努め，施設内の安全を確保すること。

(ｲ) 自動車等の誘導及び整理

・五軒町地下駐車場及び五軒町立体駐車場においては，自動車の入・出場の際の誘導を行い，利用者の安全確保に努めること。

イ　放置車両への対応

事前の説明なく，７日以上放置されている車両については，水戸市へ連絡すること。その後の措置は水戸市で対応する。

(3) 定期駐車の許可に関すること（本町駐車場及び五軒町地下駐車場に限る。）
ア　定期駐車許可申請書の受理及び使用の許可

(ｱ) 定期駐車許可申請書の受理

利用希望者から定期駐車の申請書を受理し，記載事項を確認すること。

(ｲ) 使用の許可

・定期駐車の許可を行った際には，定期駐車許可証及び定期駐車利用証の交付を行う。

・定期駐車の台数は，水戸市と協議の上決定し，定期駐車の許可はその範囲内で行う。

(4) 市営駐車場の使用料の徴収に関すること

地方自治法施行令（昭和22年政令第16号）第158条の規定に基づき，使用料の徴収業務（地方自治法第231条の３の規定による督促及び滞納処分を除く。）は，指定管理者に委託する。なお，当該業務の執行においては，水戸市財務規則（平成７年水戸市規則第16号），水戸市手数料条例（平成４年水戸市条例第36号）等の関係規定に従い，適正な処理を行うこと。

ア　使用料の徴収

使用料の徴収業務に係る現金等取扱担当者を定め，現金等の取扱いに十分に注意して以

下の業務を行う。

(ｱ) 定期駐車料金及びプリペイドカード料金，利用券料金の徴収

・定期駐車利用証の交付及びプリペイドカード，利用券（水戸市駐車場条例施行規則第２条の規定によるものをいう。）の販売を行ったときに使用料の徴収を行う。ただし，定期駐車を希望する者が水戸市への振込みによる納付を希望したときは，市が指定する振込書による現金の納付を確認し，定期駐車利用証を交付すること。

・磁気書き込み前の定期駐車利用証の数量，プリペイドカード及び利用券の販売前の在庫の数量及び販売した数量についてそれぞれ受払簿により管理すること。

(ｲ) 使用料及び利用券の回収

使用料及び利用券ついては，週１回以上料金精算機から回収すること。ただし，回収した利用券については，水戸市の指示に従い処分すること。

(ｳ) 使用料の納入等

・使用料は，水戸市の歳入とする。

・使用料は，公金として厳正に取り扱い，集金を行った当日中に水戸市指定金融機関の夜間金庫に払い込むこと。

(ｴ) 使用料の減免

使用料の減免については，水戸市が決定し，指定管理者が使用料の減額，又は免除を行うこと。

(5) アンケート調査結果の報告
指定管理者は，自らの負担において年１回以上のアンケート調査を行い，利用者の意見等を把握するための措置を講じること。アンケートの設計及び対象者は結果が経年比較できるように配慮すること。結果は考察をつけて水戸市に報告すること。
(6) 提案型事業（指定管理者による自主事業）

指定管理者は，水戸市営駐車場管理業務以外に，管理業務の実施を妨げない範囲において，自らの創意工夫，ノウハウ等により企画・立案し，水戸市との協議の上，サービスを向上させるものとして水戸市が認めたものは提案型事業として実施することができる。

ア　重要提案

　　五軒町立体駐車場の使用料収入向上への取組
イ　その他の提案

(7) その他の業務
その他駐車場の管理運営に必要と思われる措置を，指定管理者の責任において行うこと。

６　指定管理料等
(1) 経費に関する協議
指定管理料は，指定管理者から提出された収支予算書に基づき，水戸市と指定管理者との間で協議し，毎年度の年度協定において定める。なお，急激な物価変動等が生じた場合は，水戸市と指定管理者とで協議する場合がある。

(2) 経費の支払い
水戸市は，指定管理料として指定管理業務費及び修繕費を各年度の年度協定に従い，指定管理者に支払う。なお，経費及び収入は，団体各自の口座とは別の口座で管理すること。

(3) 指定管理業務費に含まれない経費
ア　修繕費

修繕費は，以下のとおりとする。ただし，「５　指定管理者が行う業務(1)市営駐車場の維持管理に関することイ定期点検及び保守業務」に掲げた機器の保守に係る費用については，修繕費に含めない。

(ｱ) 小規模な修繕に係る費用

１か所30万円（消費税及び地方消費税を含む。）以下の小規模な修繕は修繕費の範囲で行う。収支予算書（別紙２）で定めた修繕費について，余剰金が生じた場合は年度毎に精算する。なお，１か所30万円を超える大規模な修繕は水戸市が行う。

　　イ　五軒町立体駐車場の使用料収入向上への取組に係る費用については，別途協議の上，必要に応じて上限額に加算することがある。なお，余剰金が生じた場合は，年度毎に精算する。

ウ　備品購入費

(ｱ) １点の予定価格が５万円（消費税及び地方消費税を含む。）を超える市営駐車場の備品については，水戸市と協議し，水戸市が必要と認めた場合に限り，水戸市が購入し，指定管理者が管理を行う。

エ　リース費用

次に掲げるリース費用は，水戸市が負担する。

(ｱ) 本町駐車場全自動管制システムリース料

(ｲ) 水戸駅南口広場駐車場全自動管制システムリース料

  (4) 報奨金の支払
　　  五軒町立体駐車場について，各年度における使用料収入の実績額が，市が定めた基準額及び公募参加団体が提案した目標額を上回った場合に限り，各年度の実績額と基準額の差額の10％を報奨金として，翌年度に支払うものとする。

なお，五軒町立体駐車場以外の駐車場については，適用しないものとする。

基準額は水戸市が指定管理者に求める最低限の目標として設定し，令和８年度基準額は14,000千円，令和９年度は16,000千円，令和10年度は18,000千円とする。

　　（例） 令和10年度の五軒町立体駐車場使用料収入基準額が18,000千円以上の場合，当該年度の実績額が28,000千円で，かつ当該団体が提案した目標額を上回っていれば，差額の10,000千円の10％にあたる1,000千円が報奨金となる。
	項目
	公募参加団体A
	公募参加団体B

	市が定めた

基準額
	18,000千円
	18,000千円

	公募参加団体が提案した目標額
	26,300千円
	35,000千円

	実績額
	28,000千円
	28,000千円

	報奨金
	（28,000千円-18,000千円）×10％＝1,000千円
	基準額は上回っているものの，

目標額を上回っていないため支給なし


７　市と指定管理者のリスク分担

水戸市と指定管理者のリスク分担は，別表「リスク分担表」のとおりとする。

ただし，別表に定める事項で疑義がある場合又は別表に定めのないリスクが生じた場合は，水戸市と指定管理者が協議のうえリスク分担を決定する。

８　モニタリング評価の実施に伴う目標設定について
　　モニタリング評価の実施に伴い設定する定量的な数値目標は，以下の基準額を踏まえた事業者の提案に基づき決定する。基準額は水戸市が指定管理者に求める最低限の達成目標とする。

なお，状況に応じて目標額の見直しや引上げを行う場合がある。

　・令和８年度～令和10年度　市営駐車場の使用料収入基準額
　　

	施設
	令和６年度

実績
	令和８年度
	令和９年度
	令和10年度

	五軒町立体駐車場
	10,472千円
	14,000千円

以上
	16,000千円

以上
	18,000千円

以上


※　五軒町立体駐車場以外の駐車場については，別途協議し決定する。

※　五軒町立体駐車場の使用料収入基準額は，年間増加額を2,000千円として算出している。

９　業務に係る報告事項
(1) 年度ごとの事業計画書の提出
指定管理者は，各事業年度（管理業務に係る最後の事業年度を除く。）の終了する30日前までに翌年度の業務内容を規定する事業計画書を作成し，水戸市に提出すること。
(2) 収入調べの提出
指定管理者は，各駐車場の収入実績及び駐車台数等をまとめた収入調べを作成し翌月の５日までに，水戸市へ提出すること。

(3) 月報の提出
指定管理者は，実施した業務の内容及び実績等をまとめた月報を作成し，翌月の10日までに水戸市に提出すること。

(4) 四半期報告書の提出
指定管理者は，３か月に１回，過去３か月間の業務内容を統括した四半期報告書を作成し，当該四半期経過後10日以内に水戸市に提出すること。

(5) 年間報告書の提出等
指定管理者は，水戸市公の施設の指定管理者の指定の手続等に関する条例（平成17年水戸市条例第２号）第８条の規定により，毎事業年度終了後60日以内に前年度に実施した業務内容及び実績等を統括した年間報告書を作成し，水戸市に提出すること。さらに，市が必要と認めた場合は，その指示に従って，指定管理業務の状況を報告すること。
10　業務実施の留意事項
(1) 関係法令等の遵守

指定管理者は，市営駐車場の管理業務の実施に当たっては，関係法令並びに条例及び条例に基づく規則等の規定を遵守すること。

【遵守すべき主な法令等】

・地方自治法（昭和22年法律第67号）

・水戸市駐車場条例（平成17年水戸市条例第55号）

・水戸市駐車場条例施行規則（平成18年水戸市規則第４号）

・水戸市公の施設の指定管理者の指定の手続等に関する条例（平成17年水戸市条例第２号）
・個人情報の保護に関する法律（平成15年法律第57号）
・水戸市情報公開条例（平成13年水戸市条例第４号）
・水戸市行政手続条例（平成７年水戸市条例第39号）

・その他施設の管理業務に関する各種法令・条例等

(2) 適正な経理事務
経理事務は，帳簿，会計証拠書類を備え，正確かつ適正に処理すること。

指定管理者は，水戸市の所有に属する物品等については，水戸市財務規則（平成７年水戸市規則第16号）に定める台帳等を備えて，その保管に係る物品を適正に整理すること。

(3) 適正な公金管理
現金，預貯金等は，紛失及び不正行為が起きないよう適切に保管し，管理に細心の注意を払うこと。

(4) 施設設備の管理
指定管理者は，施設の設置目的及び業務の趣旨を十分に理解し，施設，設備，備品を善良な管理者の注意義務をもって管理するとともに，施設の設置目的に従って，その効率的な運営を図るものとし，水戸市駐車場条例の趣旨に沿った目的以外に使用させないこと。

(5) 物品等の管理
指定管理者は，水戸市が貸与する物品等を，故意又は過失により破損又は滅失をした場合は，自己の費用により修理又は調達すること。

(6) 水戸市への連絡及び協議
指定管理者は，指定管理業務の実施に当たっては，水戸市の指示に従って処理することとし，水戸市への連絡及び協議を密接に行うこと。なお，指定管理者は，管理業務の実施にあたっては，事故又は第三者による加害行為が発生したとき，あるいはこれらの事態を予見したときは，適切な処置を講ずるとともに，水戸市に速やかに報告し，指示を仰ぐこと。

(7) 市民満足のための適切な接遇
指定管理者は，服装，言動等に十分注意し，第三者に不快感を与えないこと。

(8) 利用する障害者等や高齢者等に対する配慮策
指定管理者は，利用する障害者等や高齢者等に対する配慮策を講じること。

(9) 不適切な金品等の受領禁止
指定管理者は，管理業務の実施に当たっては，名目のいかんを問わず，利用者等から使用料等以外の不適切な金品を収受しないこと。

(10) 緊急時対応のための措置

緊急時対応（防災，防犯等）についてマニュアルを作成し，従業員への指導を行うこと。また，消防法に基づき，消防計画を作成した上で，従業員等に対して各種訓練を行うこと。

(11) 損害賠償保険への加入
指定管理者は，損害賠償責任保険に加入するなど，施設利用者に損害が生じた場合に，損害賠償責任等の履行確保のための措置を講じること。なお，火災保険については，水戸市で加入する。

(12) 苦情，要望等への対応
利用者及び周辺住民等の苦情，要望に対しては，誠意をもって対応すること。特に苦情に対しては，市営駐車場の管理に関する第一次的責任を有していることを自覚し，相手の主張をよく聴き，関係法令等に即して迅速，的確に対応すること。また，審査請求等に対しては速やかに水戸市に進達すること。

(13) 市民雇用の創出
従業員については，水戸市民の雇用の確保及び障害者雇用に努めること。

(14) 市内事業者の活用
指定管理者が，市営駐車場の修繕・保守点検等を他の事業者に依頼する場合は，市内事業者を優先するよう努めること。

11　管理業務の目安
(1)　利用台数実績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位 台）

	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　区　分
	令和５年度

（うち有料台数）
	令和６年度

（うち有料台数）

	水戸市本町駐車場
	2,784 
(1,820)
	6,520 

(4,039)

	水戸市水戸駅南口広場駐車場
	150,345 

(42,329)
	232,884 

(45,110)

	水戸市五軒町地下駐車場
	73,509 

(48,098)
	76,148 

(53,768)

	水戸市五軒町立体駐車場
	17,717 

(14,301)
	20,642 

(19,063)

	水戸市赤塚駅南口広場駐車場
	46,214 

(2,303)
	76,834 

(2,300)

	水戸市赤塚駅北口広場駐車場
	47,207 

(5,240)
	76,982 

(5,527)

	水戸市内原駅北口広場駐車場
	7,945 

(350)
	12,518 

(336)

	計
	345,721 

(114,441)
	502,528 

(130,143)


　　

12　その他
この仕様書に記載のない事項については，水戸市と指定管理者とで協議する。
別表　リスク分担表
	種類
	内容
	負担者

	
	
	水戸市
	指　定
管理者

	物価変動
	人件費，物品費等物価変動に伴うもの
	
	○

	金利変動
	金利の変動に伴うもの
	
	○

	周辺地域・住民への対応
	施設の設置，運営の基本的な考え方に関する住民反対運動，訴訟，苦情，要望などへの対応に伴うもの
	○
	

	
	指定管理者が行う施設の管理業務に関する住民からの住民反対運動，訴訟，苦情，要望などへの対応に伴うもの
	
	○

	法令の変更
	施設管理又は運営に関する法令変更の対応に伴うもの
	○
	

	
	上記以外の法令変更の対応に伴うもの
	
	○

	税制度の変更
	消費税制の変更に伴うもの
	○
	

	
	上記以外の税制変更に伴うもの
	
	○

	政策的理由による事業変更
	政策的理由による管理業務の中断又は業務内容の変更に伴うもの
	○
	

	不可抗力

	不可抗力（想定を超える暴風，豪雨，洪水，地震，落盤，火災，騒乱，暴動などの現象）による施設，設備の修復に伴うもの
	○
	

	書類の誤り
	仕様書等市が責任を持つ書類の誤りに伴うもの
	○
	

	
	事業計画書等指定管理者が責任を持つ書類の誤りに伴うもの
	
	○

	施設・設備の損傷等
	経年劣化に伴う増加経費負担（１か所１件当たり30万円以下）
	
	○

	
	経年劣化に伴う増加経費負担（上記以外）
	○
	

	
	施設，設備の構造上又は施工上の瑕疵によるもの
	○
	

	
	第三者の行為から生じたもので相手方が特定できない増加経費負担（１か所１件当たり30万円以下）
	
	○

	
	第三者の行為から生じたもので相手方が特定できない増加経費負担（上記以外）
	○
	

	
	注意義務を怠るなど，指定管理者に帰責事由のある増加経費負担
	
	○

	
	指定管理者が設備・備品を設置したことによる増加負担
	
	○

	第三者への賠償
	管理者としての注意を怠ったことに伴う増加経費負担
	
	○


· 委託料の額を変更すべき特別な事情が生じた場合は，その都度，委託者・受託者協議の上，定めるものとする。
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